
職種：センター運営　　職務：センター運営統括

【概要】

　センター運営統括とは、センターの計数管理、営業計画策定、接客や販売促進等の各種営業、設備の保守・管理、および人材育成を含めたセンター運営を遂行する仕事である。

【仕事の内容】

企業の収益の向上に向けて、責任を持ってセンター全体を運営することを職務として、以下の業務を実施する。

①　センター管理：経営計画および営業計画を策定し、経営管理、センターの運営管理を実施する。また、センターの営業計画の策定、実行管理を行う。

②  アウトソーシング・オペレーション管理：ボウリング場を円滑かつ効率的に運営するためにアウトソーシングを行い、管理をする。

③　人材育成：人材育成の基本方針を策定し、人材計画の立案、実施、評価を行う。

④　人材配置・ローテーション管理：従業員のローテーション管理、適材適所の配置、パート・アルバイトの募集・採用を行う。

⑤　地域連携・地域営業：地域の活動へ積極的に参加し、地域の人脈を広げながら情報収集をし、地域の顧客基盤を開拓する。

⑥　法人営業：法人顧客への営業を実施して信頼関係を構築し、主要な顧客基盤を確立する。

⑦　施設・設備戦略：センターのコンセプトを策定し、中・長期的な施設・設備投資の提案をする。

⑧　危機管理：危険を未然に防ぐリスクマネジメントと、実際に事故が発生した場合の損害を最小限に留めるクライシス・マネジメントを計画、実行する。

【求められる経験・能力】

〈入職に求められる経験〉

（1） 入職に際して、特別な知識や経験は必要とされない場合が多いが、マネジメント業務を経験していることが望ましい。入職後はボウリングに関する基本知識を身に付けることが求められる。

（2） 経歴採用の際は、当該業務における実務知識や技能が問われる。

〈求められる能力〉

（1） センターの状況を把握しながら、センター運営を行う経営管理能力が求められる。

（2） チームワークを培い、社員のやる気や向上心を喚起できるコミュニケーション能力、人材のマネジメント能力が求められる。また、業界関係者、企業、地域の団体等との人脈作りを通じた法人営業も重要であることから、社内外における対人関係のスキルも必要とされる。

（3） より高いレベルで業務を遂行するには、ボウリング業界およびレジャー業界に精通するとともに、多方面から最新情報を入手し、自社の改善や事業の発展に向けた企画を積極的に提案、推進する実行力が求められる。

【関連する資格・検定等】

· 防火管理者　（財団法人　日本防火協会）

· 衛生管理者　第一種・二種　（財団法人　安全衛生技術試験協会）

· 消防設備士　甲種・乙種　（財団法人　消防試験研究センター各都道府県支部）

· ファシリティマネジャー　（社団法人　日本ファシリティマネジメント推進協会）

他、関連資格多数
【労働省職業分類（小分類）との対応】

　２３１　会社の管理職員

２５２　企画・調査事務員

３７５　娯楽場等の接客員
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